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安
曇
野
市
と
中
村
屋

中
村
屋
で
は
、
創
業
か
ら
１
０
０
年

以
上
経
っ
た
現
在
も
ゆ
か
り
の
地
、
安

曇
野
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
新
入
社
員
研
修
を
行
う
ほ

か
、
荻
原
守
衛
（
碌
山
）
の
作
品
を
収

蔵
す
る
碌
山
美
術
館
（
穂
高
）
へ
は
、

同
社
が
所
蔵
す
る
資
料
等
の
貸
し
出
し

な
ど
の
協
力
や
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
24
年
か
ら
は
、
安
曇
野

産
の
食
材
を
中
心
に
使
用
し
た
ご
当
地

純
イ
ン
ド
式
カ
リ
ー（
※
）を

日
本
で
発
売

１
９
２
７
（
昭
和
2
）
年
、
相
馬
愛

蔵
は
、
長
女
俊
子
の
夫
、
イ
ン
ド
出
身

の
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
（
１
８
８

６
～
１
９
４
５
）
の
提
案
に
よ
り
、
中

村
屋
の
喫
茶
部
の
開
設
に
合
わ
せ
純
イ

ン
ド
式
カ
リ
ー
を
販
売
。
そ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
た
小
麦
粉
を
使
っ
た
英
国
式

カ
レ
ー
と
は
違
う
、
本
場
の
カ
リ
ー
を

日
本
に
広
め
ま
し
た
。

イ
ン
ド
・
ベ
ン
ガ
ル
地
方
出
身
の
ボ

ー
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
運
動

に
身
を
投
じ
、
革
命
の
志
士
と
し
て
イ

ギ
リ
ス
政
府
か
ら
追
わ
れ
る
身
と
な
っ

レ
ト
ル
ト
商
品
の
開
発
・
販
売
を
通
じ

安
曇
野
の
名
を
全
国
に
発
信
。
平
成
25

年
に
は
、
市
教
育
委
員
会
が
依
頼
し
小

中
学
生
向
け
の
「
中
村
屋
カ
リ
ー
」
を

開
発
し
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
を
は
じ
め
市

内
産
の
野
菜
や
県
内
産
の
具
材
を
使
っ

た
純
イ
ン
ド
式
カ
リ
ー
は
、
地
域
食
材

を
使
っ
た
月
１
回
の
「
安
曇
野
の
日
」

の
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
供
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
給
食
を
通
じ
て
ふ

る
さ
と
の
先
人
相
馬
愛
蔵
の
功
績
を
学

ん
で
い
ま
す
。

た
こ
と
か
ら
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年

に
日
本
へ
亡
命
し
ま
す
。

日
本
で
潜
伏
生
活
を
続
け
て
い
た
ボ

ー
ス
に
日
英
同
盟
を
結
ん
で
い
た
日
本

政
府
は
国
外
退
去
命
令
を
出
し
ま
し

た
。
退
去
日
の
前
日
に
ボ
ー
ス
の
協
力

者
、
頭と

う
や
ま山
満み
つ
るか
ら
の
依
頼
を
受
け
た
相

馬
夫
妻
は
、
ボ
ー
ス
を
中
村
屋
の
ア
ト

リ
エ
に
か
く
ま
い
ま
す
。
中
村
屋
の
従

業
員
全
員
が
団
結
し
、
彼
の
保
護
に
あ

た
り
ま
し
た
。

翌
年
、
日
本
政
府
は
ボ
ー
ス
保
護
に

方
針
転
換
し
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
追
及
は
続
き
、
ボ
ー
ス
は
隠
れ
家
を

転
々
と
し
ま
す
。
こ
の
時
、
逃
亡
生
活

を
支
え
た
の
が
俊
子
で
し
た
。
2
人
は

後
に
結
婚
し
、
ボ

ー
ス
は
日
本
に
帰

化
、
2
人
の
子
ど

も
を
も
う
け
ま
し

た
が
、
俊
子
は
逃

亡
生
活
の
心
労
か

ら
、１
９
２
５（
大

正
14
）
年
、
26
歳

で
早
逝
し
ま
す
。

俊
子
の
死
後
、
ボ
ー
ス
の
祖
国
イ
ン

ド
の
本
場
の
カ
リ
ー
を
日
本
に
紹
介
し

た
い
と
の
想
い
を
受
け
て
、
材
料
を
厳

選
し
、
ス
パ
イ
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

て
販
売
さ
れ
た
本
格
カ
リ
ー
は
評
判
を

博
し
ま
す
。
当
時
、
町
の
洋
食
屋
の
カ

レ
ー
が
10
～
12
銭
だ
っ
た
の
に
対
し
、

中
村
屋
の
カ
リ
ー
は
80
銭
で
し
た
が
、

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

※
中
村
屋
で
は
「
カ
レ
ー
」
の
こ
と
を

「
カ
リ
ー
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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写真提供：株式会社中村屋

ラス・ビハリ・ボースと俊子

長野県産・安曇野市産の食材を使ったご当地レトルト商品
（市観光情報センター、各物産センター等で購入できます）

市内小中学校の給食で提供される
「中村屋カリー」

染谷社長と宮澤市長

発売当初の「純印
度式カリー」のセ
ット（右）と現在
のセット（下）

Topics ふるさと観光大使任命式

企業の大使任命は初めて
碌山美術館で 4 月 10 日に行われた任命式では、宮

澤市長から代表取締役社長の染
そ め や

谷省
しょうぞう

三さんに任命書
が手渡されました。染谷社長は「創業者の出身地は
私たちにとってもふるさと。食や文化活動を通じ、
市の発展に貢献していきたい」と話しました。

中村屋では、ご当地レトルト商品の充実などの事
業のほか、本年 11 月に完成予定の（仮称）新宿中村
屋ビルに併設する店舗や中村屋サロン美術館を通じ
て、安曇野の情報を広く発信します。

特集◎安曇野ゆかりの先人 相馬愛蔵と中村屋


